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～文理融合・STEAM教育の時代における新しい学習支援～



報告の構成

1. 分野横断の学びを支援するチュートリアル教育

2.組織的支援の運営体制と発展のための取り組み

3.これまでの取り組みの成果

活動の詳細はDACブログをご覧ください。

DAC（学修支援センター）｜大正大学[公式サイト] (tais.ac.jp)
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https://www.tais.ac.jp/faculty/dac/


1.分野横断の学びを支援するチュートリアル教育
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新時代の地域のあり方を構想する地域戦略人材育成事業
（知識集約型社会を支える人材育成事業）

特設サイト

本学の目指す新時代の人材像を「地域戦略人材」＝「多面的な性質をも
つ地域の課題解決に向けて異なる専門分野の多様な人材を統合し、調
整する新しいリーダー」と定義し、その育成のため、第Ⅰ類共通教育科目、
第Ⅱ類科目学融合教育、第Ⅲ類科目アントレプレナーシップ育成教育を
推進する。

第Ⅰ類科目（チュートリアル教育・チームティーチング）

第Ⅱ類科目（学融合教育）

第Ⅲ類科目（アントレプレナーシップ育成教育）

探究科目、データサイエンス、リーダーシップ、総合英語

学融合ゼミナールⅠ・Ⅱ（タイプA・B・旅する学融合）

起業人材コース、企業内リーダーシップコース、地域戦略人材コース

「地域戦略人材」へ
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１、分野横断の学びを支援するチュートリアル教育

https://chishiki-syuyaku.jp/


１、分野横断の学びを支援するチュートリアル教育

大正大学のチュートリアル教育

【定義】 学生が生涯主体的に学び続けるために、自律的に学ぶ姿勢

を身につけることを目標として、学生一人ひとりの学びを総合的に

支援する教育体制

チューター
SA学生教員

教育

学修支援

※ チューターとは 

定義： 一人ひとりの学びと成長を支える総合的学修支援者

目的： 学生が自律した学修者として成長するための支援 

役割： 教員・職員と協働して支援する「第 3 の人材」

種別：コアチューター（任期制専任職員）、クラスチューター（臨時雇員）

TAには担えない一人ひとりの学びと成長の伴走者としてのチューターを独自に育成・採用・研修へ

チュートリアル教育の概念

高等教育のユニバーサル・アクセスが

進む中、従来のTAとは異なる支援や

一定の社会人経験が求められる
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【対象】 学士課程 1, 2 年次に在籍する第 I 類科目履修者（留学生を含む）



１、分野横断の学びを支援するチュートリアル教育

第 I 類科目の教育内容

大学教育入門/自校教育（高校から大学への学びの転換）

キャリア教育（将来の自分、大切にしたい価値観、職業意識の醸成）

メタ認知能力の涵養（リフレクション、学びのPDCA）

ソーシャル・スキル（コミュニケーション、チームワーク）

図書館利用法（OPAC、データベースの使い方）

プレゼンテーション（PowerPointの基本操作の修得と活用）

シンキング・スキル（論理的・批判的・創造的思考）

資料検索・活用法（資料利活用、適切な引用・参考文献の記載）

レポート・ライティング（Wordの基本操作、文章作成による探究）

情報・データリテラシー（情報教育、統計学、Excel・Tableauなど）

人間の探究

社会の探究

自然の探究

データサイエンス

多様な文化を学びつつ自己
の学習観・価値観を形成

社会問題を考えて仲間とと
もに問題を発見し解決模索

自然をめぐる諸事象への好
奇心の涵養

※他のI類科目として総合英語とリーダーシップあり

データドリブンな思考を高め社
会課題を解決し価値を創造

全学DPとの主な関連

自分自身を
理解する力

他者と対話し
協働する力

科目とテーマ 初年次教育としてあつかう内容・汎用的技能

自分事として
問いを立てる力

根拠に基づいて
思考する力
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１、分野横断の学びを支援するチュートリアル教育

第 I 類科目の分野横断の学びを支援する仕組み

授業内で記入
2年次以降も必修
科目で継続記入

LMSの「学びと成長の記録」
（UR－note修学カルテ）操作画面
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自らのキャリア形成に関連づけながら様々な学びの統合

学生自身が「学びと成長の記録」（LMS：修学カルテ）の段階的記入をすすめることで

チューターが一人ひとりの学生の学びと成長に伴走

自己分析（PROG）

１・２QTの学修目標の
設定

大学で学ぶ理由

4年後のイメージ

チューターと面談

ふり返り

アクションプラン

3QTのふり返り

４QTの学修目標設定

1年を通した

自身の成長を自己分析

未来計画を構想

チューターと面談

ふり返り

アクションプラン

⚫主な記入内容とステップ

１QT前半 １QT後半から２QT ２QT終了後

４QT前半４QT後半４QT終了後



２.組織的支援の運営体制と発展のための取り組み
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２、組織的支援の運営体制と発展のための取り組み

組織的支援体制：DACと総合学修支援部の協働
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学修支援センター

（DAC）

アントレプレナーシップ教育

チーム

クロスディシプリン教育

チーム

トランジッション教育

チーム

Ⅲ類の共通教育の運営

→２年以上の学生相当

Ⅱ類の共通教育（必修科目）の運営

→２年生の学生相当

Ⅰ類の共通教育（必修科目）の運営

→１年から２年前半期の学生相当

・人間、社会、自然の探究科目

・データサイエンス、リーダーシップ、総合英語

総合学修支援部 共通教育課

教員組織

事務組織 協働

チュートリアル教育の対象科目



２、組織的支援の運営体制と発展のための取り組み

組織的支援の運営上の主な問題と取り組み

➢ チームとして一人ひとりの学生への持続可能な支援をどのように展開できるか？

➡ 組織のトップと現場の間に教職員からなる「学修支援担当者MTG」を設置し、不文律の取り組みを可
視化して体系化、学修支援のゴールを確認

➢ どのように学修支援に関わる仕事の平準化と質的改善を両立する組織づくりができるか？

➡ 採用後研修・ミーティングなどでチームとしての意識合わせを実施しながら学修支援のふり返りと改
善のサイクルを定着させて業務の平準化と質の向上を図る

➢ 自律的学修習慣の形成支援に加えて、いかにして「学びの技法」支援を充実させていくか？

➡ 補習（DS)の企画・実施や、学びのコミュニティ（探究）において各科目の到達目標に紐づく学修イベン
トを企画・実施
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大
学
入
学
の
時
点

２、組織的支援の運営体制と発展のための取り組み

第 I 類科目に連動する学修支援の基本方針

１年

「学びの技法」支援

「学びの基礎体力」支援
・出欠席管理

・課題提出管理

・学びのふり返りの促進

・学ぶためのマナー指導

主
体
的
な
学
修
態
度

２年

・ノートテイク
・プレゼンテーション
・ライティング
・データ分析、課題解決（データサイエンス）

目的：自律的な学修習慣を身につけて、様々な学びを統合しながら主体的な学びへ転換することを支える

⚫ 主体的な学びの態度を育むために必要な支援の要素を心、技、体という3点に整理

⚫ 「主体的な学びへのマインド」の形成を軸に、時期に応じて「学びの基礎体力」から「学びの技法」の支援に重点を移行
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チューター



２、組織的支援の運営体制と発展のための取り組み

チームとしての意識合わせ

DACトランジッションチームミーティング（毎月：教員・職員）

学修支援担当者ミーティング（適宜：教員・職員）学修支援担当者ミーティング（適宜：教員・職員）

学科連携定例ミーティング（毎月：教員・全コアT：職員）学科連携定例ミーティング（毎月：教員・全コアT：職員）

探究科目学修支援ミーティング

（毎週：教員・探究担当コアT・職員）

探究科目学修支援ミーティング

（毎週：教員・探究担当コアT・職員）

DS科目学修支援ミーティング

（毎週：教員・DS担当コアT・クラスT・シニアSA）

学修支援施策全般の方向性、企画など検討

チーム運営の全般の方向性、企画など決定

チューター育成プログラム（年1回、全教員・全コアT・職員）

探究科目＆データサイエンス科目合同 学修支援力向上のワークショップ（専任教員・コアチューター）探究科目＆データサイエンス科目合同 学修支援力向上のワークショップ（専任教員・コアチューター）

探究科目チューター研修探究科目チューター研修 データサイエンス科目チューター・シニアSA・SA研修データサイエンス科目チューター・シニアSA・SA研修

課題

方針

実践
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学科との学修支援上の連携状況の確認など

人間の探究
授業後ミーティング
（教員・コア・クラスT）（教員・コア・クラスT）

12クラス12クラス

人間の探究
授業後ミーティング
（教員・コア・クラスT）

12クラス

社会の探究
授業後ミーティング
（教員・コア・クラスT）（教員・コア・クラスT）

12クラス12クラス

社会の探究
授業後ミーティング
（教員・コア・クラスT）

12クラス

自然の探究
授業後ミーティング
（教員・コア・クラスT）（教員・コア・クラスT）

12クラス12クラス

自然の探究
授業後ミーティング
（教員・コア・クラスT）

12クラス

データサイエンス
授業後ミーティング

（教員・クラスT・シニアSA・SA）（教員・クラスT・シニアSA・SA）

1年生1３クラス1年生1３クラス

データサイエンス
授業後ミーティング

（教員・クラスT・シニアSA・SA）

1年生1３クラス

データサイエンス
授業後ミーティング

（教員・クラスT・シニアSA・SA）（教員・クラスT・シニアSA・SA）

２年生1４クラス２年生1４クラス

データサイエンス
授業後ミーティング

（教員・クラスT・シニアSA・SA）

２年生1４クラス

採用 採用



２、組織的支援の運営体制と発展のための取り組み

授業ごとの学修支援のふり返りと改善例（探究科目のケース）

⚫ 学修支援のふり返りと改善のサイクルを定着させて業務の平準化と質の向上を図る

⚫ 授業後ミーティング（1回あたり最大30分程度）
担当教員とチューター参加して授業実施直後に実施
チューターがファシリテーターとなり学生の学修状況をふり返り、
教員とともに次回授業での学修支援の具体的改善策などを検討

⚫ 授業報告書・グループワーク観察メモ（ツール）
チューターが学修状況やコアチューターへの申し送りなどを記入

情報共有ツールの工夫

コアチューター

教員

コアチューター

教員

授業ごとのチームのスタッフチャネルのやりとり例

必要に応じて
課外学修支援へ

授業内容の事前共有
授業内支援の連絡
ファイル共有など

コアチューター
授業報告書

（Excelファイル）

グループワーク観察メモ
（Excelファイル）



２、組織的支援の運営体制と発展のための取り組み

科目ごとの学修支援のふり返りと改善例（探究科目のケース）

15学修支援の手引きを作成・更新→研修に活用

•冬期学生面談

•学科連携定期MTG

•探究＆DS合同WS

•学修支援MTG（週1回）

•クラスチューター研修

学修支援のふり返り
次年度の行動計画

•授業後MTG（毎回）

•学修支援MTG（週1回）

•クラスチューター面談研
修

授業期間(実践）

•夏期学生面談

•学科連携定期MTG

•探究＆DS合同WS

•学修支援MTG（週1回）

•クラスチューター研修

学修支援のふり返り

４QT以降の行動計画

•授業後MTG（毎回）

•学修支援MTG（週1回）

•クラスチューター面談研
修

授業期間(実践）

１・２QT（４〜7月） ２QT後～３QT（８〜10月） ４QT（11月〜1月）４QT後（2〜3月）

ガイドブック作成・更新→研修に活用

例：教員・チューターの授業内支援
の円滑な連携の促進が課題

例：クラスチューターのグループ
ワーク支援のスキルアップが課題 平準化による

学修支援の質保証

⚫ 学修支援のふり返りと改善のサイクルを定着させて業務の平準化と質の向上を図る



２、組織的支援の運営体制と発展のための取り組み

科目合同（探究科目＆データサイエンス）のワークショップ
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学修支援担当者
MTG

WS企画の方向
性を検討

探究&DS合同
WS

具体的施策検討

教員・チューター
協働で実践

トランジッション
チームMTG

実施報告

⚫ 教員・コアT全員参加でベクトルを合わせながら学修支援力の向上を目指す

⚫ 探究やデータサイエンス科目の共通する学修支援施策や関連する教育内容のブラッシュアップ

例：半期のふり返りにもとづく施策の

アイデア出し、アクションプランの作成

実践例
• 新入生ガイダンスの改良
• フォローアップ面談など

探究&データサイエンス双方のベクトルを

合わせながら施策を具体化

集中的に自由な意見交換



２、組織的支援の運営体制と発展のための取り組み

採用後の主な研修（令和５年度実績）

科目名 時期 日付 名称 出席者 方法 所要時間 実施内容

全体 開講前

3月22日 コアチューター研修会 コアチューター、DAC教員、事務 対面 ２時間 知識集約型、大正大学、DAC組織、Ⅰ類科目、学修支援方針、履修、施設説明など

7月14日 夏期面談研修 コアチューター、クラスチューター、DAC教員、事務 オンライン １時間 夏期面談実施に向けた留意点

1月11日 冬期面談研修 コアチューター、クラスチューター、DAC教員、事務 オンライン １時間 冬期面談実施に向けた留意点

データ
サイエンス

開講前

3月27日 コア研修 コアチューター 対面 ４時間 データサイエンス科目の業務について

2月26日 講師会#1 新任教員、新任コア、新任クラス 対面/オンライン １時間30分
大正大学の教育方針、データサイエンス教育の位置づけ他、チームティーチングについて（教員
とチューターの役割）

3月5日 講師会#2 新任教員、新任コア、新任クラス 対面/オンライン １時間30分 シラバス確認と授業の進め方、成績評価について

3月26日 講師会#3 教員、コア、クラス全員（一部新任のみ） 対面 ４時間
令和５年度DS教育方針、チーム別ミーティングなど
大学で使用するアプリケーションの使い方（LMS含む）

2月26日～ Tableau研修#1～３ 新任教員、新任コア、新任クラス 対面 ２時間×3日間 Tableau研修 （Tableau未経験者のみ対象）

4月3日～ SA研修 SA （3回に分けて開催） 対面 1時間 １QT授業開始前のSA研修,チームビルディング

２QT前 6月13日 産官学連携分析研修 コア、SA （3年生・4年生のみ、連携先ごとに開催） 対面 1時間40分 データサイエンスⅤの産官学連携の取り組み前に、連携先ごとのデータ分析を使って研修

４QT前

11月22日 SA研修 SA （3回に分けて開催） 対面 1時間 ４QT授業開始前のSA研修 （１・２QTのふり返りと４QTに向けた目標設定）

１１月29日 産官学連携分析研修 コア、SA （3年生・4年生のみ、連携先ごとに開催） 対面 1時間40分 データサイエンスⅥの産官学連携の取り組み前に、連携先ごとのデータ分析を使って研修

10月22日 Tableau研修#4 コア、クラス （※R６からシニアSAも対象） 対面 ４時間 コア、クラス向けTableauハンズオン研修

11月5日 Tableau研修#5 教員 対面 ２時間 教員向けTableauハンズオン研修

11月19日 講師会#4 教員、コア、クラス オンライン ２時間 第４QTに向けた講師会

探究

開講前

3月27日 コア研修 コアチューター 対面 ３時間 探究科目の業務について

3月20日 講師会#1 教員、コアチューター オンライン １時間30分 探究科目（全体・各科目）について

3月28日 顔合わせ会 教員、コア、クラス 対面 ３時間 探究科目の運営、学修支援について、各クラス担当ミーティング

1・2QT後 8月上旬 講師会（各科目）#2 教員、コアチューター オンライン １時間 １・２QT振り返り

４QT前 10月下旬 講師会（各科目）#3 教員、コアチューター オンライン １時間 第４QTに向けた講師会

４QT後 ２月 講師会（各科目）#4 教員、コアチューター オンライン １時間 年間振り返り

リーダー
シップ

開講前 ３月 講師会#1 教員、コアチューター 対面 １時間 リーダーシップ科目について

1QT後 ６月 講師会#2 教員、コアチューター 対面 １時間 振り返り

17



３.組織的支援の運営体制と発展のための取り組み

学びの技法の修得支援施策：学びのコミュニティ

⚫ 探究科目であつかう「学びの技法」の修得支援を目的

⚫ コアチューターが科目教員と相談して授業と連動させ企画・運営

⚫ イベントは大正大学附属図書館と共催

⚫ DACとしては月1～2回開催（1回約60分）

令和6年度 １・２QT実施イベント

４月
新入生必見！ Power Point基礎スキル習得イベント

課題必須スキル！Word基礎講座

５月
リフレクションが変わればあなたの学びが変わる！～成長に繋がるリフレク

ションの書き方講座～

６月

Power Point基礎スキル習得イベント 2～スライドの視覚効果を高めよう～

エンジョイ！キャンパスライフ！～上手な時間の使い方～

７月 自然の探究 レポート相談
19



３.組織的支援の運営体制と発展のための取り組み

学びの技法の修得支援施策：データサイエンス補習プログラム

20

⚫ データサイエンス科目の「テスト対策（補習）」を目的

⚫ コアチューターが科目教員と相談し、授業と連動させて企画・運営

⚫ 補習用教材は教員が作成、講義はコアT、シニアSA、教員で実施

⚫ 2024年度_春学期で1年生は３９回、2年生は３８回開講
（1回あたり約30分）

コアチューターによる2年生のテスト対策の補習
＠DS科目用のラーニングコモンズ（DSラーコモ）

【事例】データサイエンスⅠ_期末テスト対策補習実施一覧



３.組織的支援の運営体制と発展のための取り組み

学生によるデータサイエンスの学修サポート体制

⚫ チューターとSAが協力して授業内外の学修支援を展開

⚫ シニア・スチューデント・アシスタント（シニアSA）制度を導入

シニアSAは、クラスチューターと同様、個々の学修支援にプラ

スしてクラス全体を見つつ、マネジメント業務をおこなう。

勤務経験が原則1年以上の3・4年生
よりシニアＳＡの勤務を希望した者

SA、シニアSA、クラスチューター、コアチューターの主な役割

授業準備および
学修支援など

SAのマネジメント SA、チューター、シニ
アSAのマネジメント

SA 〇

シニアSA 〇 〇

クラスチューター 〇 〇

コアチューター 〇 〇 〇

授業風景

授業でのSAの支援の様子



３.これまでの取り組みの成果

22



環境変化に対応しながら組織的学修支援の体制を整える

学修支援の主な取り組み 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

学修支援のあり方 DACの理念を念頭に各自が取り組み
不文律の取り組みを整理
して方針策定（体系化）

各科目の重点目標と「学びの技法」の関係を再整理

夏期・冬期全員面談 社会創造系学群1年 全1年生対象
全1年生対象
学生傾向の分析的な報告開始

DAC（Ⅰ類）と学科（Ⅱ類）の
学修支援上の連携

４QTより4学科と実施 ２QTより全学科と実施 ２QTより全学科と実施 １QTより全学科と実施

学びのコミュニティ チューター主導の企画
科目教員と連携した学び
の技法の支援へ

科目教員と連携して
年間計画の作成

チューター育成プログラム DACが求めるチューター像とマッチしたチューター数を確保するための様々な工夫を模索

2021年度より全学展開・2022年度より対面授業復帰

学修支援方針の施策化の試み

学修支援方針にそった面談者アンケート導入

全学DPの改編にともなうI類の教育目標の改訂により

現在知識集約型社会を支える人材育成事業採択

学科連携の目的や指針を整理 DACの取り組みについて学科に理解が浸透

コロナ禍 コロナ５類移行

23

スタートアップ期から安定期へ→これまでの取り組み・成果をあらためて検証していく時期に…

３.これまでの取り組みの成果



３.これまでの取り組みの成果

チュートリアル教育の全体像

正課の学修支援

授業内支援
・授業準備、遅刻/欠席者対応

・グループワーク支援、個人ワーク支援

・質問対応（PC、ICTアプリ操作など）

正課外の学修支援

授業関連支援
・学修相談コーナー/学修に関する不定期面談

・リフレクションへのフィードバック

・スタディスキルイベント/補習の企画運営

出欠情報

課題提出情報

学修成果物

（リフレクション等） 学生全員面談（夏期・冬期）

面談者：教員とチューター 対象：1年生全員

学びのふり返りと目標設定を支援することで学
生のモチベーションをあげ、キャリア意識の涵
養を図り、主体的な学びへの転換を促す

学修情報

一元化

随時の情報共有
学修支援の緊急性の高い個々の学生の学修
状況など学科教職員とオンタイムで共有

定期ミーティング（秋期・春期）

Ⅰ類科目の受講状況や全員面談などをもとに

学生の学修状況など学科教職員と意見交換

学びと成長の記録
（修学カルテ）

自己分析、学修目
標の設定、ふり返
りを書き加えてい
く

面談者が面談記
録を記入する

学科との連携

チューター
SA学生教員

コアチューター
企画・運営

DAC教員
統括

学科ごとの情報整理
学修状況共有

24



３.これまでの取り組みの成果

DAC（Ⅰ類教育）と学科（Ⅱ類教育）の「連携」のしくみ構築

授
業
後
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

学
科
と
の
定
期
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

授業外のアプローチ（声がけ、不定期の面談、全員面談の状況など）

１学年およそ１２００名１クラスおよそ１0０名 1学科およそ１0０から１５０名

授業報告書の作成
自律的な学修習慣形成に問題

を抱える学生を中心に

情報を整理

学科別学生の

学修状況の整理

クラス
チューター コア

チューター

コア
チューター

DAC教員
統括

DAC教員

授業後 毎週更新 夏期・冬期面談後

学修支援の緊急性の高い個々の学生の学修状
況など学科教職員とオンタイムで共有可能に

Ⅰ類科目の受講状況や全員面談などをもとに

学生の学修状況など学科教職員と意見交換可能に
25



３.これまでの取り組みの成果

学修相談コーナーの整備と運用状況

26
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4月 5月 6月 7月

探究科目の課題
PC操作関連
大学生活
探究科目の授業関連
データサイエンス科目関連
探究科目の試験
総合英語関連
履修に関する相談
Ⅱ類科目関連
その他

8号館１Fの学修相談コーナーの利用状況（2024年度春学期）

春学期（１・２QT)の利用者
は8号館だけで195人

⚫ 探究科目関連の学修相談コーナー（8号館１F）

・授業内容のフォローアップ

・課題に関する相談

・学修方法の相談

・グループプレゼンテーションなどの相談

⚫ データサイエンスラーニングコモンズ（7号館２F）

・授業内容のフォローアップ

・課題に関する相談

・学修方法の相談

・PC関連の相談（Wi-Fi、機器操作、アプリの使用法など）

⚫ 学修支援センター窓口（7号館２F ）

・総合英語についての相談

・その他Ⅰ類科目についての相談

開講期間 月～金 9:00～18:00
(閉講期間 9:00～17:00)

月は11:00～17:30、火水は10:00
～17:30、木金は13:00～17:30

月～金 9:00～17:30

相談内容

26



３.これまでの取り組みの成果

正課外の学修支援の成果：データサイエンス特別プログラム

27

⚫ データサイエンスの「学修を資格取得につなげる」ことを目的

⚫ コアチューターが教員と相談して夏休みと春休みの年2回企画・運営

⚫ 講義は教員、模擬試験と補習はコアチューターが実施

N
O

名称 対象の資格・試験 開始時期
令和6年夏期

対受験者数合格率と人数

１
Tableau Desktop 
Specialist 対策講座

Tableau Desktop 
Specialist 

2022年度_夏～
１００％
57名

２
MOS Excel

一般レベル 対策講座

マイクロソフト
 オフィススペシャリスト

Excel 一般レベル

2022年度_夏～
１０0％
61名

３
MOS Excel

上級レベル 対策講座

マイクロソフト 
オフィススペシャリスト

Excel 上級レベル

2023年度_夏～
８８％
59名

４ 統計検定4級 対策講座 統計検定 4級 2022年度_夏～
９7％
６８名

5 統計検定3級 対策講座 統計検定 3級 2023年度_春～
６3％
5名

6
【資格取得ではない】
ChatGPTの実践的

活用力の向上のための講座

2日間（10時間）参加した
学生には修了書を発行

2024年度_夏～
修了書発行学生

35名

データサイエンス特別プログラム_開講講座一覧



３.これまでの取り組みの成果

正課外の学修支援の成果：外部コンテストへの出場

28

⚫ データサイエンス関連のコンテスト出場をコアチューターと教員で連携し支援を実施

⚫ 2021年度から毎年２から３チームがコンテストに参加しており、毎年いずれかのチームが優秀賞などを受賞

発表タイトル「人々の生活時間に注目して日本を元気にしたい！」
見事賞金の30万円も獲得https://techplay.jp/column/1661

2022年度__学外コンテストへの参加事例 ①
3年生のSA（この春卒業）の有志学生2チーム（7名）が
「企業分析AWARD 2022」に参加。
うち1チームが「優勝」！

2023年度__学外コンテストへの参加事例 ②
公共政策学科の2年生（現3年生）の有志学生が三鷹市の「学生に
よる「ミタカ・ミライ研究アワード202３」で「優秀賞」を獲得
※３年連続優秀賞受賞

発表タイトル「心も、体も、満タンに。ミタカ・スポーツ」

https://techplay.jp/column/1661


３.これまでの取り組みの成果

夏期・冬期学生全員面談の成果

全員面談（オンライン）の様子

「学びと成長の記録」をもとに1人あたり約20分

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0

200

400

600

800

1000

1200

2022年夏期 2022年冬期 2023年夏期 2023年冬期 2024年夏期

全員面談の実施状況の推移

対象学生 実施学生 実施率

面談後に学生自ら記入

面談直後に担当者が記入
400字程度でまとめる

「学びと成長の記録」に反映（2024年度夏期学生面談の記録）

実施期間：約14日間
実施率：約97％

キャリア意識の
涵養を念頭に

様々な学びの統
合的な言語化を

サポート

29



３.これまでの取り組みの成果

全員面談の学生の受け止め方

30
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面談に対する学生アンケート

回答数 尊重 満足度 モチベーション

「学びと成長の記録」や面談に関する上級生の声

アンケート方法

面談終了後にMicrosoft Formsを用いて実施

【主な質問項目】

・面談者はあなたの考えを尊重しながら面談してくれましたか？（5件法）

・面談の満足度を教えてください（5件法）

・面談によって大学で学ぶことのモチベーションは上がりましたか？（5件法）

学生の高い評価を持続

「チュートリアル教育」を活かして、
自らのキャリア形成に関連づけながら

様々な学びの統合して主体的な学びを展開



活動の詳細は、ぜひDACブログをご覧ください。

DAC（学修支援センター）｜大正大学[公式サイト] (tais.ac.jp)

https://www.tais.ac.jp/faculty/dac/
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